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独立行政法人科学技術振興機構（JST）による戦略的創造研究推進事業（先端的低炭素化技術開発）（ALCA）「水素／空気二次電池の開発」（研究
代表者:盛満正嗣）は、同志社大学理工学部と、大分大学工学部、FDKトワイセル株式会社、トヨタ自動車株式会社、日本重化学工業株式会社との
共同プロジェクトであり、2012年10月に採択されました。このプロジェクトでは、電極材料・触媒の研究開発から電極製造技術・電池作製とその
評価まで、総合的に空気二次電池の研究開発を進めています。研究期間終了時（2018年3月予定）での開発目標をエネルギー密度800Wh/L以上と
していますが、2014年4月時点ですでにこの目標を達成し、さらに高いエネルギー密度への挑戦を行っています。本プロジェクトでは新たな研究者
や企業・研究機関の参画を募集しており、特に電極触媒の開発・製造、空気極の開発・製造、セパレータの開発・製造、電池パッケージの開発・
製造について積極的な参加を期待しています。

（水素／空気二次電池の関する本研究者の論文等）
・盛満正嗣、「エコ・インダストリー」、Vol.11、No.3、pp.71-74（2006）。
・M. Morimitsu, T. Kondo, N. Osada, K. Takano, Electrochemistry, Vol. 78, No. 5, pp. 493-496 （2010）.
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研究シーズ概要
水素／空気二次電池は、本研究者が独自に開発した新しい空気二次電池であり、水素吸蔵合金、アルカリ性水溶液、空
気極から構成される次々世代の高エネルギー密度二次電池です。負極に水素吸蔵合金を用いているため、リチウム／空
気二次電池のように放電時に正極が閉塞して放電電気量が制限されたり、金属デンドライトによる短絡で充放電サイク
ルが得られないといった電池反応に基づく問題は一切ありません。現在開発している水素／空気二次電池は、空気二次
電池のなかで、唯一高い充放電サイクル特性が実証され、電池特性としても800Wh/Lを超えるエネルギー密度を達成
しています。この値は、リチウムイオン二次電池を上回るだけでなく、実際に充放電が可能なあらゆる形式の空気二次
電池の中で世界のトップです。現在も、水素吸蔵合金の高容量密度化や、正極に必要な二元酸素触媒（アルカリ性水溶
液／触媒／空気の三相界面において酸素発生（充電反応）・酸素還元（放電反応）の両方に働く触媒）の高活性化に関する
研究を進めており、2,000Wh/Lを超えるエネルギー密度を目標としています。

使用用途
応用例など

水素／空気二次電池の電解液は水溶液であり、負極には水素吸蔵合金を用いることから、リチウムなどの反応性・発火
性の高い金属や、有機電解液で懸念される燃焼や爆発といった安全性の問題がありません。これまでは、二次電池のエ
ネルギー密度を向上させるために、リチウムのような大気中で反応性の高い金属を用いる必要があるとされてきました
が、エネルギー密度と安全性がトレードオフとなるジレンマがありました。この問題を解決できる唯一の二次電池が水
素／空気二次電池であり、単位体積当たり・単位重量当たりの高いエネルギー密度と、高い安全性を両立させることが
できます。電気自動車・ハイブリッド自動車、分散型電源（家庭用・事業用）、負荷平準化、モバイル機器、PC・サーバー
など非常に幅広い用途での蓄電デバイスとして利用することが可能です。

備 考
水素／空気二次電池は、リチウムイオン二次電池や他の空気二次電池に比べて高いエネルギー密度、出力密度を発揮し、
同時に発火性・爆発性のない材料から構成されるため、高エネルギー密度と安全性を両立できる唯一の空気二次電池で
す。この水素／空気二次電池の実用化を目指して、ALCA（*下部の関連情報欄に詳細を記載）を中心とするプロジェクト
で研究開発を行っています。このプロジェクトでは、触媒の開発・製造、空気極（ガス拡散型電極）の開発・製造、アル
カリ性水溶液用のセパレータの開発・製造などに関わる研究者、参画機関を募集しています。
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